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2月3日、午後7時30分からNHK「クローズアップ現代」で

第三者評価が紹介された。たぶん、初めてのことだと思う。

第三者評価が制度化され、評価結果をホームページ（以

下、HP）に掲載を始めたのは、東京都で平成15年度から、

国レベルでは17年度からである。福祉業界の専門誌でも取

り上げられたことはこれまでに10回にも至らないのではないか

と思う。10年が過ぎてやっと市民の眼に触れることになった。 

「クローズアップ現代」の視点は「介護の中身をオープン

に、ハイテク・理論が現場を変える」である。2つの取り組みが

紹介されたが、介護の中身をオープンに、閉ざされがちな福

祉施設に第三者の眼を入れて「見える化」を進めるという課

題で第三者評価が紹介されている。背景に虐待が増加して

いること、川崎市で発覚したベランダから入所者を投げ落とし

た事件がある。番組では、まず東京都が取り組んでいる第三

者評価の仕組みが紹介され、また都認証の評価機関の評

価調査者3人が現場（特別養護老人ホーム）に出向き、場

面観察・視察や利用者面接、また事業所における評価結果

の活用などが紹介された。そして、2人のコメンテーター（専

門家と家族）に司会者が第三者評価の活用や課題について

質問をしている。 

まず内容を紹介する。第三者評価の目的と推進体制が紹

介された。目的は、介護の中身を第三者が中立的な立場で

評価し、その結果を事業所が質の向上に活用すること、また

公表・見える化により、市民（利用希望者）がサービスを選ぶ

ときの参考にすることができると図示し、また、わかりやすい

解説であった。この取り組みに対し、一市民（評価調査者の

家族）からも同様の感想が寄せられている。 

専門家としてのコメンテーターは、追い詰められている施

設（虐待などの多発）の現状を単に人手不足と決めつけない

ことが必要だとして、特に現場教育の不足を指摘。また、トッ

プ（法人の経営者、施設長のことではないか）の責任の重さ

を語った。そして第三者評価に関しては、家族に結果を返す

ことが大切だと指摘した。しかし、残念ながらコメンテーター

は、第三者評価に関しては評価調査者ではなく、また事業
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者として受審の経験がなかったため、第三者評価が及ぼす

影響・価値・課題などについてストーリー性をもってわかりや

すく回答することはむずかしかった。 

次に私の学びである。DVDで繰り返し見たときに、コメン

テーターの言葉から改めて、第三評価に問われていること、

現状として欠けている取り組みを知らされた。“結果を家族に

返す”という発言である。現在第三者評価の結果は、都道府

県のHP、独立行政法人 福祉医療機構（WAM- NET）で公開

されている。しかし市民は、ここにアクセスすることはほとんど

なく、また福祉関係者においても関心は低い。その原因は、

第三者評価の受審件数の低さが第一であり、任意受審であ

るため十分な動機がなければ受審をしないこと、制度の推進

役である「都道府県推進組織・機構」の取り組みの弱さ、評

価調査者の能力不足などがあげられる。 

これまで私たちは、評価機関当事者として、能力の向上を

課題として取り組み、第三連（全国福祉サービス第三者評

価調査者連絡会）を立ち上げた。しかし今回、「クローズアッ

プ現代」の「見える化・第三者評価」のコメンテーター発言か

ら、利用者、家族、市民が関心をもつための取り組みが必要

であることを知らされた。実は、この番組を担当したディレク

ターから取材を受けたときに、“第三者評価の存在を自分は

知らなかった”という発言があった。第三者評価の目的の1つ

に、「評価の結果を公開することにより利用者のサービスの

選択に資する」がある。確かに評価結果は公開しているが、

活用・周知への積極的な取り組みやわかりやすさの視点で、

取り組みはなきに等しい。私は、根底から反省を強いられ、

その後考え続けている。コメンテーターの発言は、この私に響

いた。少しずつ考えがまとまってきている。近いうちに、皆さん

に提案できるようにしたい。 

その他、今回の番組は短時間であり、第三者評価が伝わ

らなかったのではないか。映像に登場した評価機関の言動

などについても気になるという意見が寄せられた。同業者の

視点であり、所属する評価機関や評価調査者としての自分

を振り返る視点としたい。 

ῑ Ḹ 2015年8月22日 

会員である坂口さんからの情報提供である。実は昨年、

「岩手日報」の社説に第三者評価が取り上げられ、9月には

送ってもらったのに会報への掲載が遅れてしまった。今回活

かすことができ（次頁参照）、本当に感謝しています。この社

説は、岩手日報に働きかけた評価調査者の活動が影響して

います。参考にしたいですね。 
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2016年2月17日 

先日、厚労省の調査研究で岩手県盛岡市で研修会を開

催したときに、参加者である評価調査者から情報提供されま

した。川崎市で発覚した事件、有料老人ホームの職員が施

設のベランダから入所者を相次いで投げ落とし殺害した事件

を取り上げた社説です。このなかで第三者評価に触れている

ので、その箇所を紹介します。 

「外部の“目”も、施設の質を高めるには有効だ。中立の第

三者機関による「福祉サービス第三者評価」などの仕組みの

活用を考えたい。評価結果は公表され、施設を選ぶ際に役

立つはずだ」と述べています。 

私は、“中立の立場”を大いに意識したいと思う。利用者本

位の姿勢を貫かなければならない、と再確認をしました。 
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岡山県で当評価機関の第三者評価を受審している「社会

福祉法人天神会」の岡崎理事長が、法人・事業所が取り組

む第三者評価について紹介をしています。障害福祉サービ

ス分野を事業としている団体が主催する「平成27年度障が

い者（児）就労スキルアップ研修会」です。岡崎理事長は、

かつて一般企業で国内にとどまらず、海外で活動をした経験

があります。6年前から法人理事長に就任し、PDCAサイクル

（plan- do- check- act cycle）が機能していないことに驚き、

改善活動に取り組むための対策を検討したときに第三者評

価の存在に気がつき、当法人に相談にみえました。その後、

毎年、第三者評価を受審しています。 

第三者評価は、講演会などで取り上げられることは少な

く、社会福祉関係者・事業者の関心の低さのなかで、画期的

なことではないかと思いました。 

岡山県にはご縁があり、「社会福祉法人クムレ」が当評価

機関の第三者評価を６年前から定期的に受審をしていま

す。この講演会では、理事長の財前さんが「今、障害者福祉

事業経営者・管理者にもとめられるもの」というテーマで講演

をしています。 

♥  

会報が遅れました。その言い訳です。第三者評価に加え、

現在、厚労省の助成金で2つの調査研究に取り組んでいま

す。4月10日には報告書の提出です。いま、必死です。 

 

3月18日は、私が教員をしている日本社会事業大学専門

職大学院の卒業式です。今年は5名のゼミ生が卒業します。

実に個性豊かな学生でした。2年間付き合い、人は本当にそ

れぞれなんだ、そして変なんだ、でもそれは普通なんだ、と教

えられました。彼らに贈りたい言葉は長渕の“STAY DREAM”

です。困難は当たり前です。でも夢を忘れず、もち続けて、こ

れからも生きてもらいたいと願い、送別会にはこの歌で送ろう

と思います。 

 岩手県社会福祉協議会の評価調査者では、「第三者評価者の
会」という任意の団体を組織している。その目的は、評価機関との
連携や評価調査者の資質の向上である。小職は、この会の役員
の一人として、役員会では片隅で参加している。 
 毎回の役員会では、会長から「施設の受審率が低迷している。
県民が安心して福祉サービスを利用できるように第三者の視点で
評価することが、評価機関や評価調査者の使命である。受審率の
向上には、推進機関である県の行政の役割が大きい。しかし、県
の担当者は、のらりくらりとして何もしない」と怒りの言葉が発せられ
るのである。 
 役員会の面々から、受審率を高める手立てがいくつか提案され
た。まず、議員を通した議会での発言と行政への働きかけが提案
された。当評価機関の評価調査者のなかには、議員として活躍さ
れている方がいる。議会を通して、評価に関する予算の措置や福
祉サービス第三者評価の県の取り組みの姿勢を確認することがで
きる。 
 次はマスコミの活用である。県内でトップシェアをもつ地方紙の担
当者に「福祉サービス第三者評価制度の低迷状況」を県民にア
ピールしてほしいとお願いした。 
 この論説委員は、福祉現場を視察し、評価者調査者の養成研
修に顔を出し、評価機関の担当者、県の担当者にインタビューし
自身の目で現状を把握された。「高齢者虐待」「開かれた施設」を
キーワードに、論説を組み立てる切り口は面白い。県内の福祉現
場の担当者は、社会福祉法人の事業の透明性で「第三者評価」
を意識せざるをえない記事となっている。受審率の向上の裾野を
広げる意味では、貴重な記事といえる。 

（岩手県社会福祉協議会 評価調査者 坂口繁治） 
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 平成23年3月11日（金）午後2時46分、釜石市議会定例会

3月議会一般質問の最中で、3時には30分間の休憩が入る

矢先でした。不気味に長く続く地震は一転して激しい揺れへ

と変化し、天井と足元を揺るがされ、慌てて議場の机の下に

頭を隠したことを、いまでも鮮明に記憶しています。 

 あれから4年と11か月が過ぎようとしています。「光陰矢の

如し」とは云いますが、歳だからと一言では片付けられない過

ぎゆく時の重みをヒシヒシと感じています。 

 日本は、少子高齢化が急速に進展するなか、国際化や経

済・社会保障などさまざまな社会環境が変化するなかで生

活基盤が確実に揺らぐ不透明な時代にあると考え、この時

代を生き抜く何らかのヒントが私どものまちに内在するのでは

と常々考えているところです。この現地リポートが取り上げる

事象が、皆さまに役立つ情報や気づきとしていただければ幸

いと思います。 

 さて、このリポートでわがまち釜石を、東北の片田舎にあり

ながら明治以降の歴史、地形条件、旧村部地域別に異なる

住民意識と伝統文化と価値観などから「日本の縮図」と表現

してきました。 

 ここで、改めて釜石の概要を紹介させていただきます。江

戸末期に貧漁村の矢の浦村が明治以降、国施の製鉄産業

と世界三大漁場の1つである三陸漁場の自然の恵みにあず

かる漁業振興で、地方の小都市として稀有なまちづくりで発

展と衰退を繰り返してきました。 

 それは定期的に襲ってくる自然災害の津波と、太平洋戦

争の米軍の艦砲射撃によるまちの焦土化です。つまり、つくっ

ては破壊される惨禍をたびたび経験する、ある面で特異なま

ちといえます。 

 地形条件的は89％が山林で、急峻・狭隘ななかに海・山・

川の自然環境が3点セットで包括され、その地域（「昭和30年

4月市村合併前の旧村部」をいう。）に住む人々の価値観や

伝統文化の多様性を生み出しています。昭和34年には1万8

千人を超える児童生徒が在籍し、学校建設が追いつかず2

部制で授業を行っていた時代経験もあります。土着3割、流

入人口7割で構成されたまちのあり様は、大都会的まちの雰

囲気とどこにでもあるローカル色をあわせもつ、まさしく「日本

の縮図」と言い得て妙な何とも不思議で魅力的なまちである

と思えるのです。 

 そこで、今回のリポートは「釜石36.1％高齢化率のなか

で……」を取上げてみました。 

 正月気分も薄れた1月末日の朝、「復興釜石新聞」を手に

したとき、記事のなかに「釜石市の高齢化率（65歳以上）は

昨年12月末現在人口35,846人で36.1％、100歳以上は23人

（男性3人、女性20人）で、最高齢者は107歳の女性」と書か

れていました。 

 東日本大震災の直撃を受けてもなお36.1％の高齢化率の

なか、釜石で生活を営む実感は、復興事業とともにある経済

的活性と気忙しく落ち着きなさなどを見せるまちが、高齢者

にたいへん住みにくい地域環境と感じています。この実感と

なる事象を、思い浮かぶままに震災以降から近未来まで時

系列的に羅列してみます。 

 まず、東日本大震災発災から間もなく始まった復興特需

に、震災支援を目的に2014年3月に世界展開する「イオン

スーパーセンター釜石店」の出店で、まちは瞬く間に人材不

足に拍車がかりました。この企業誘致は、人件費高騰と人材

確保難の問題をさまざまな業種へ波及させ、大手スーパー

店などは大都会並みのパート時間賃金1,000円以上を提示

しています。それでも、人材確保がままならない実態がありま

す。ちなみに、2015年10月現在、岩手県の最賃法は695円

で、県内的にもありえない現実が生まれています。 

 2015年7月に、「橋野鉄鉱山」が世界遺産登録（「明治日

本の産業革命遺産」構成資産で登録）の話題がありました。 

 暮れにはオランダ王国大使館とディック・ブルーナ・ジャパ

ンの協力で、「釜石情報交流センター」（2014年5月設立、市

100％出資の「釜石街づくり株式会社」が経営）内に日本初

の「ミッフィーカフェかまいし」が組み込まれてオープンしまし

た。 

 2016年1月末には、三陸縦貫自動車道と東北横断自動車

道釜石秋田線結節点の重要港湾である釜石港で、来春か

ら中国や韓国と国際コンテナ航路を定期開設するとの計画

が発表されました。この意味するところは、県内（北上市に「ト

ヨタ自動車や東芝」関連企業あり）外企業にとって海外への

配送時間の短縮などにより、結果的にコスト削減につながる

役割を果たせることです。 

 2月1日には、第88回選抜高校野球大会21世紀枠出場校

に釜石高校野球部が1996年以来20年（当時は釜石南高校

野球部）ぶりに選出されました。 

 また、5月オープンに向けて急ピッチで進んでいる工事もあ

ります。国道45号と国道283号が交わるT字路交差点付近で

国道に沿って工事している「大型パチンコ店」の建設で、その

地域内に計画されている災害公営住宅整備（未着手）より

先に完成します。 

 10月初旬には岩手国体が開催され、釜石ではラグビーフッ

トボール（7人制）成年男女、トライアスロン、オープンウォー

タースイミングの3種目が開催されます。 

 2018年度中には国の方針で東日本大震災後に強力に進

めた「三陸縦貫自動車道」と「東北横断自動車道釜石秋田

線」の完成に向けて急ピッチで工事が進んでいます。 

 さらに2019年、ワールドカップラグビー開催で東北ブロック

会場に釜石が決まり、「仮称、釜石鵜住居復興スタジアム」

（「釜石の奇跡」と世界的話題となった鵜住居小学校・東中

学校跡地が会場地）の整備を総額約32億円で事業化、うち

約17億円が復興交付金からあてられます。残り15億円は

JSC助成金と県・市負担で調整中とのことです。なお、市には

個人・団体からすでに現在約1億3千万円が寄付されていま

す。 

 さまざまな事象が交差する高齢化率36.1％のなか、「釜石

バブル」の賑わいは、反面で朝晩で変化する交通渋滞には

精神的にまいっています。 

 この事象は復興事業（嵩上げ工事、災害公営住宅整備、

防潮堤工事など）の進捗とともに一層加速化しています。た

だし、関係者情報ではこの賑わいも、あと3年ほどで終息する

のでは、との復興事業を手がける大手民間事業関係者の話
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（特養）あいぜんの里 

                   施設長 古川明良さん 
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あること、さらに結果が公表されるため、家族が利用を判断

するうえの材料になることを、田中氏が強調しました。また、

評価機関による実際の訪問場面も利用者インタビューを含

めて紹介されていました。加えて、半ば義務化され評価費用

が補助されている東京都の第三者評価と、他県の状態には

大きな違いがあることも報じています。 

 介護人材育成では、京都大学と静岡大学が介護技術の

「見える化」に着手し、ベテラン介護職員の技術をDVDなど

の視聴覚教材として作成し、新人職員が学べる「再現性のあ

るケア」が紹介されました。この活用でケアの改善、および業

務の効率化につながったということです。 

 30分の放送時間でしたが、第三者評価が家族と介護職員

のコミュニケーションや「適切なケア」に役立つことは伝わって

きました。そして何より、第三者評価をNHKが番組として取り

上げたことに時代を感じました。社会的養護施設の第三者

評価受審の義務化や、保育所の受審の準義務化は、さらに

第三者評価に対する見方を変えるのではないかと思いまし

た。 

 

 

 

 

1ᶥ ˗̝Ḹף 

●日時：平成27年10月30日（金）18時30分～20時 

●参加者：理事8名のうち6名の出席で開催 

●審議事項： 

 1．平成26年度事業報告案および26年度収支報告案につ

いて 

 2．平成27年度事業計画案および27年度予算案について 

 3．平成27年度役員体制について 

●審議結果： 

 1．については承認 

 2．については、予算案について厚生労働省「平成27年度

子ども・子育て支援推進調査研究事業」の二次募集に応

募中、総会までに結果がわかった場合には、それを反映

させた予算案にすることで承認 

 3．については、永田理事から辞任の申し出があり、新任役

員として高瀬義昌氏に就任依頼することを了承 

1ᶥ ₡ ̝Ḹף 

●日時：平成27年11月26日（木）18時30分～19時15分 

●出席者数：正会員108名中18名（内書面表決者数および

委任状49名） 

●審議事項：理事会で承認された事項を満場一致で承認。

なお、27年度予算案は、厚生労働省の調査研究が認め

られたためその研究費を予算案に反映させて承認を得

た。また、新任役員の高瀬昌義の理事就任についても満

場一致で承認を得た。 

もあります。 

 一方、政府は、新しい「復興基本方針」の骨子案に「総仕

上げに向かって新たなステージに入る」と声高にプロパガンダ

しています。 

 しかし、被災住民（新築・中古で自立再建者、みなし仮設

居住者、仮設住宅居住者）の目で見ると、5年の歳月は確実

に被災者間に「貧困や格差や偏見」を生じさせたさまざまな

実態があります。 

 そんななか、2月初旬に岩手県は被災者の新たな生活再

建支援策に内陸への「災害公営住宅整備方針」を示し、内

陸避難者（主に、盛岡市・北上市・遠野市・一関市に在住）

の個別相談会を盛岡市から始めたと報道しました。 

 入居条件は、内陸への災害公営住宅整備が被災地の人

口流出につながらないよう、①内陸のみなし仮設住宅等の

居住者、②住宅再建に関する補助金を未申請、の方針を示

しています。 

 この対応策は被災者の心情を思うとき、最悪の「後出し

ジャンケン」事業と考えます。 

 このことを含め、マスコミを通じて国がキャッチコピー的に

「総仕上げ」の言葉を掲げることは立場の弱い人や、心が揺

れている人には一層「取り残され感」を強めるのではないかと

危惧します。 

 その証の1つと思える事象に、昨年から今年にかけて県立

釜石病院（二次救急）に救急車搬送される件数が急増して

いるとの関係者情報があります。 

 ちなみに、自分でも感じますが、週末に自宅で過ごしている

と、日によって24時間で複数回、救急車の走るサイレン音を

聞く場合があります。気象変動が激しい日は5件を超えること

もあり、この事態は大都市以上の救急車の出動頻度ではな

いかと思います。 

 釜石の「釜石36.1％高齢化率のなかで……」で思うことは、

結果として、外からの資本主義経済を軸にさまざまな場面で

釜石バブルに弄されているだけではないのか、しかしながら、

被災地で市場原理主義を伴ったハード整備にさまざまな費

用が集中投下される状況のなかでも、まちの近未来を考え

ると、本当に身の丈にあったまちづくり事業なのかと、自問自

答しながら、歴史上、栄枯盛衰の憂き目にあった平泉文化

を、松尾芭蕉が詠んだ「夏草や兵どもが夢の跡」の再来にし

てはいけない、と考える自分がいます。さまざまな歴史から学

ぶことで。 

 

 

 

 

 2月3日放送のNHK「クローズアップ現代」で第三者評価の

紹介がありました。ジャズシンガーの綾戸智恵さんと、「ケア

ホーム西大井こうほうえん」施設長の田中とも江さんがゲスト

として登場されました。番組のテーマは高齢者の入所施設で

の職員による利用者への虐待です。原因の一つとして介護

現場の人員不足や労働環境の悪化などがあげられました。

この点は、これまでのマスコミも繰り返して報道しています。今

回は、第三者評価と介護人材育成の方法としての「介護の

見える化」が取り上げられました。 

 第三者評価は、虐待予防に直接効果があるというよりも、

事業所運営の透明化とサービスの質の向上に大変効果が

̈  
  

みなさまからの 
社会福祉情報お待ちしています。（編） 

メールアドレス：smile-npo@smile.meiai.org 
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